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本書は、タイトルの「はじめの一歩」とあるように、はじめて社会

保険労務士試験の勉強に取り組もうとされる方に向けた１冊です。社

会保険労務士に求められる事柄や仕事の内容、また試験制度について

も詳しく触れた手引書となっています。

社会保険労務士という資格の性質上、試験科目の多くが法律です。

しかし、ここで学ぶ法律は実生活にも役立つ、日常生活と関連づけて

理解できるものです。社会保険労務士を目指したいけれど、勉強は難

しすぎるのではないか、法律の知識がなくても試験に合格できるのだ

ろうかと不安を持たれる必要はありません。

本書を手に取っていただき、まずは社会保険労務士というものの概

要をつかんでいただければと思います。そして、実際に学習を始める

にあたっては、本書で社会保険労務士試験の全体像をつかんだ後、細

かい部分の知識を身につけることで効果的な学習ができます。そのた

めにも、まずは基本となる土台部分の勉強から始めましょう。その土

台に当たるのが本書です。

本書を読まれ、社会保険労務士に興味を持った、あるいは、面白そ

うな勉強だなと感じていただければうれしいです。合格するために

は、何より興味をもって楽しみながら学習を続けることが大切です。

社会保険労務士を目指す皆さん、まずは「社労士はじめの一歩か

ら」スタートしていきましょう。

2017年７月

TAC社会保険労務士講座講師　貫場 恵子

はしがき
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本書の効果的な学習法

２　入門講義編で社労士試験の学習内容の概要を学びましょう！

１　オリエンテーション編で試験、資格について知りましょう！

社会保険労務士試験で学ぶ全科目の入門講義に進みます。主要なテーマで、かつ、知
識理解のための土台となるものを、わかりやすくまとめています。法律の勉強がはじめ
ての方でも無理なく読めるよう、やさしく身近な言葉を使った本文で、図解も満載。楽
しく読み進めていくことができます。１CHAPTER読み終えたら、知識確認として、過
去問チェック！を解き、実際の試験問題も体感してみましょう。

まずはスタートアップ講座からはじめましょう！　社会保険労務士の仕事内
容、試験の実施日程や試験問題の形式、さらに合格までにどのような勉強をし
ていくのかが、イラストとともにわかりやすく掲載されています。
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Section

1
CHAPTER 1　労働基準法

労働基準法とは？

労働基準法（以下、「労基法」といいます。）ができ
たのは、第２次世界大戦終了後間もない昭和
22年。それまでは、労働者は、低いお給料（賃
金）で長時間労働を強いられるなど、とても
ひどい環境で働いていました。労基法は、そ
のようなひどい環境の中にいる労働者を救う
ためにできた法律です。１日の働く時間や休
憩・休日を定め、会社側はそれを必ず守らな
ければならないというルールにしています。

労基法違反は、罰金をとられたり、懲役刑になることも！
こうして労基法の効力を確実にしています。

 1 労基法の目的は？ 

労基法の基本的な理念は、「労働条件は、労働者が人たるに値する生
活を営むための必要を充たすべきものでなければならない」とした労働
条件の保障です。また、労基法で定める労働条件の基準は最低基準であ
り、この基準を理由に労働条件を低下させてはならず、その向上を図る
ように努めなければなりません。

使用者とは板書

CHAPTER1　労働基準法　過去問チェック！

問1 　Section1 3

労働基準法にいう「使用者」とは、その使用する労働者に対して賃金を支払う者を
いうと定義されている。（H26-1E）

問2 　Section2 2

使用者は、満60歳以上の労働者との間に、５年以内の契約期間の労働契約を締結
することができる。（H25-6B）

●Section●はこんな話
まずは概要をイラストとともに確
認してから学習スタートします！

●板書
重要ポイントが
一目瞭然です！

●過去問チェック！
入門講義を読んだだけですぐ解け
る問題を厳選しています！
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By 滝澤ななみ

オリエンテーション編
社労士はじめの一歩

スタートアップ講座
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社労士＝人事・労務管理・社会保険のスペシャリスト

社労士の業務

社会保険労務士の業務を

  徹底解剖!!

社会保険労務士資格の魅力を知りましょう！

（10）



１号業務とは？

（11）



CHAPTER 1

労働基準法

入門講義編
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Section

1
CHAPTER 1　労働基準法

労働基準法とは？

労働基準法（以下、「労基法」といいます。）ができ
たのは、第２次世界大戦終了後間もない昭和
22年。それまでは、労働者は、低いお給料（賃
金）で長時間労働を強いられるなど、とても
ひどい環境で働いていました。労基法は、そ
のようなひどい環境の中にいる労働者を救う
ためにできた法律です。１日の働く時間や休
憩・休日を定め、会社側はそれを必ず守らな
ければならないというルールにしています。

労基法違反は、罰金をとられたり、懲役刑になることも！
こうして労基法の効力を確実にしています。

 1 労基法の目的は？ 

労基法の基本的な理念は、「労働条件は、労働者が人たるに値する生
活を営むための必要を充たすべきものでなければならない」とした労働
条件の保障です。また、労基法で定める労働条件の基準は最低基準であ
り、この基準を理由に労働条件を低下させてはならず、その向上を図る
ように努めなければなりません。
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労
働
基
準
法
と
は
？

Sec 1

 2 労基法が適用される事業 

労基法は原則、すべての事業に適用されます。ただし、同居の親族の
みを使用する事業や、お手伝いさんには、労基法は適用しません。

 3 労基法の登場人物 

労基法は労働者と使用者との関係について規定している法律です。そ
のため、どのような人が労働者または使用者に当たるのかを明確にして
おく必要があります。

次の３つの要件をすべて満たすものを労働者といいます。

 I 労働者

労働者の3つの要件板書
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次の３つのいずれかに該当するものを使用者といいます。

 II 使用者

使用者とは板書
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働
契
約

Sec 2

Section

2
CHAPTER 1　労働基準法

労働契約

労働契約とは、労働者が労働し、それに対し
て使用者が賃金を支払う契約のことです。契
約内容は、契約を結ぶ者同士で自由に決める
ことが大前提です。しかし、一般的に労働者
は使用者よりも立場が弱いので、低い労働条
件を提示されても、やむを得ず、契約を結ば
ざるを得ないということも起きてしまうので
す。

そこで、労基法では、労働者が不利にならないよう、
労働契約について様々な規定を設けています。

 労働条件の決定 
労基法では、勤務時間や、残業のあるなし、賃金、休日などの労働条件は、
労働者と使用者が、対等の立場において決定すべきものであるとしていま
す。

 1 労基法の基本的性格 

労基法は「この法律で定める基準に達しない労働条件を定める労働契
約は、その部分については無効とする。この場合において、無効となっ
た部分は、この法律で定める基準による」と規定しています。
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強行法規の具体例板書

 2 労働契約の期間 

労働契約には、契約期間を定めるものと定めないものがあります。

期間の定め
なし

一般的には正社員といわれる人です。契約期間を定めていない人は、民
法の規定による予告期間（14日）を守る限り、いつでも会社を辞めるこ
とができるため、制限は設けられていません。

期間の定め
あり

一般的には契約社員やパート社員、アルバイトといわれる人です。契約
期間を定めている場合、その期間、労働者は会社を辞めることができな
いため、長期の労働契約を結べば労働者の自由を不当に拘束することに
なります。そのため契約期間に上限を設けています。

原則、１回の契約期間の長さは3年が限度です。ただし、契約の更新
は認められているため、結果的に同じ職場に３年以上継続して働いてい
る労働者も少なくありません。

 I 契約期間の上限

高度の専門的知識を有する労働者（博士の学位を有する者、公認会計士、

 II 契約期間の特例
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働
契
約

Sec 2

 3 労働条件の明示 

労働者を雇う際、労働条件を明確にしておかないと、入社後、争いの
もとになりかねません。そこで労基法では、労働契約を結ぶ際に、労働
条件のうち、一定の事項を明示すべきことを使用者に義務付けていま
す。
この明示事項には、必ず明示しなければならないもの（「絶対的明示事

項」といいます。）と、定められている場合には明示しなければならない
もの（「相対的明示事項」といいます。）があります。

絶対的明示事項

①　 労働契約の期間に関する事項（ある、なし。ある場合はその期間）

②　 期間の定めのある労働契約の場合には、更新する場合の基準に関する事項

③　 就業の場所および従事すべき業務に関する事項

④　 始業および終業の時刻、所定労働時間を超える労働の有無、休憩時間、休日、休暇並
びに労働者を２組以上に分けて就業させる場合における就業時転換に関する事項

⑤　 賃金の決定、計算および支払の方法、賃金の締切および支払の時期並びに昇給に関す
る事項

⑥　退職に関する事項（解雇の事由を含む。）

 労働条件の明示 
労働条件の明示は、労働契約を結ぶ際に明示しなければなりません。また、
明示された労働条件が実際と違う場合には、即時に労働契約を解除すること
ができます。

医師、弁護士、社会保険労務士など）で、その知識が必要である業務に就く
場合には、１回の契約期間の長さの上限が5年に伸びます。また、満
60歳以上の労働者との契約期間についても上限を5年としています。
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3
CHAPTER 1　労働基準法

解雇

解雇とは、一般に使用者から一方的に労働契
約を解除することをいいます。解雇は、労働
者にとって生活の糧を失う重大な問題となる
ため、労基法では、解雇に関するルールを設
け、労働者の保護を図っています。

「明日から来なくていいです」という
突然の解雇は、許しません！

 I 解雇することができない期間（解雇制限期間）

 1 解
かい

雇
こ

制限 

使用者は、労働者が仕事によるケガや病気で、療養のため会社を休む
期間と治って出勤してから30日間、また女性が産前・産後休業をする
期間とその後出勤してから30日間は、解雇してはならないとされてい
ます。これを解雇制限といいます。
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解
雇

Sec 3

解雇制限期間板書

I の解雇制限期間中であっても、例外的に次のような場合は、労働者
を解雇することができます。

1　打
うち

切
きり

補
ほ

償
しょう

を支払う場合
仕事によるケガや病気で療養を開始してから3年経っても治らない場
合に、日当（労基法では「平均賃金＊」といいます。）の1,200日分を支払う（「打
切補償」といいます。）ことによって、療養中でも解雇することができます。

 II 解雇制限期間中でも解雇することができる場合

＊ 　「平均賃金」は、直近3カ月の賃金の総額を3カ月の暦日数で割って計算します。1
日当たりの生活費というイメージです。休日も生活費はかかりますので、労働日数で
はなく、暦日数で割ります。ちなみに全従業員の賃金の平均額ではありません。

2　地震などの天災によって事業が継続できない場合
地震などの天災のため、経営の継続が不可能となり廃業するような場

合、療養中でも、産前産後休業期間中でも、行政官庁（労働基準監督署長）
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 育児休業中は解雇できるの？ 
労基法で保護しているのは、産休中とその後30日だけです。育休中につい
ては、男女雇用機会均等法（一般常識で学習します）で保護することになります。

 I 解雇予告または解雇予告手当の支払

 2 解雇する場合のルール 

労働者が解雇され職を失うと、次の職場を見つけるまでには、ある程
度の日数が必要です。そのため、使用者は労働者を解雇しようとする場
合には、少なくとも30日前に解雇の予告をしなければなりません。

 なぜ30日前なのか？ 
民法では、期間の定めのない労働契約は、2週間前に予告をすれば、解除す
ることができるとされていますが、解雇は労働者の生活に大きな影響を及ぼ
すため、労基法ではそれより長い予告期間を設けるように規定されています。

6月30日に解雇する場合板書

の認定を受ければ解雇することができます。
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Sec 3

解雇予告の場合、使用者はお金を払う必要はありませんが、予告をし
てからも30日間は労働者を使用することになります。そのため、お金
はかかっても即日に労働者を解雇したいというケースも出てきます。こ
のような場合には、30日分以上の平均賃金（「解雇予告手当」といいます。）
を支払えば即日解雇することができます。
また、解雇予告と解雇予告手当を併用することも可能です。

併用する場合板書

次のような場合には、解雇予告をせず、または解雇予告手当を支払わ
なくても労働者を解雇することができます。
① 　天災などの事由で経営の継続が不可能となり廃業するような場合
② 　労働者の責め（たとえば社内での盗取、横領など）に基づいて解雇す
る場合

ただし、①②とも労働基準監督署長の認定を受ける必要があります。

 II 解雇予告または解雇予告手当が不要な場合
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②の具体例板書

臨時的に短期間働く労働者については、解雇予告の規定は適用されま
せん。ただし、形式的に短期の労働契約を繰り返すことによって解雇予
告の義務を免れようとすることを防ぐため、一定の期間を超えて引き続
き使用したときは解雇の予告が必要となります。具体的には次のとおり
です。

 III 解雇予告が不要な人

原則（解雇の予告は不要） 例外（解雇の予告が必要）

日雇労働者 １カ月を超えて引き続き使用

契約期間が２カ月以内 契約期間を超えて引き続き使用

季節的な業務で契約期間が４カ月以内
例 夏、海の家で働く、冬雪の除雪作業

契約期間を超えて引き続き使用

本採用決定をする前の試の使用期間 14日を超えて引き続き使用

➡
➡
➡

➡
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